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要  旨 
 被験者実演課題（SPTs）による記憶成績向上の機序を明らかにするため，大学生 45 名を対象に，言語課
題（VTs）と SPTs の 2 条件を設定して行為文の記銘を求めた．その 30 分後に，行為の写真画像を提示し，
記銘した行為文（ターゲット）に相当する写真の提示時にできるだけ早くボタン押し反応を要請する再認課
題を用いて，その再認率と虚再認率，反応時間および事象関連電位（ERP）を測定し，VTs 条件と SPTs 条
件間の比較を行った．その結果，VTs 条件よりも SPTs 条件において，再認成績が良く，反応時間も有意に
短かった．また ERP では，P300，N400，P600 成分を認め，P600 では VTs 条件よりも SPTs 条件で振幅が
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 これまでの研究から，SPTs における再生成績が VTs
よりも優れている，いわゆる「SPTs 効果」の存在が明



















































 予備調査として，本実験に参加しない大学生 2 名に対
して，VTs，SPTs の 2 条件で行為文を記銘してもらい，
行為文に関する道具の写真を提示して再認率を調査し， 












図 1 再認時の提示画像 
 
提示記銘する行為文の最低数を確認した．また，代表的
な ERP 成分である P300 の測定では，低刺激頻度の出現
確率が 0.1～0.2８）であることを参考にして，記銘材料と
して 103 通りの日常的な行為文を作成した．1 つの行為





抽出した 40種類の道具を用いる 40 行為文を 1 リストと
して 6 リストを作成した後，各被験者へ 1 リストずつ無
作為に振り分けられた． 
 記銘段階での VTs 条件は，被験者に 1 リスト 40通り
の行為文を正確に覚えるよう教示を行った後，実験者が
あらかじめ，行為文と行為文の間が 10秒間隔になるよう













 想起には再認課題を用い，VTs，SPTs 条件ともに 1
リスト記銘の 30 分後に実施した．再認課題による実験は，
206 項目の行為文を表す写真画像を，被験者の眼前 100 
cm に設定したパソコン用 17 インチ CRT モニター



























前 200 msec 間の平均電位をベースラインとして，写真
画像提示刺激後 250-800 msec 区間内の ERP 波形より
ERP 成分を同定した． 





















































認率と虚再認率においては tpaired t 検定，反応時間に
おいては Wilcoxon順位検定を用い，ERP総加算平均の
各成分においては Friedman 検定もしくは Wilcoxon 検
定，各被験者から同定した ERP 波形に対しては，
Student's t検定もしくは Mann-Whitney's U検定によ
る分析を行った．有意水準は 5％とした． 
 




























図 5 ターゲットに対する反応時間の標準偏差比較 
 
結  果 
１．VTsと SPTsの再認テスト比較 
 VTs 条件と SPTs 条件において，その再認率および虚
再認率に有意差（p＜0.01）が認められ（図 2，図 3），
言語提示に実演を併せた SPTs 条件（再認率 88.7％，虚





 VTs 条件と SPTs 条件において，ターゲット刺激の出
現からボタン押しまでの反応時間に有意差（p＜0.01）が
認められ（図 4），言語提示に実演を併せた SPTs 条件
（平均反応時間 1081.1 msec）のほうが，単純言語提示
である VTs 条件（平均反応時間 1223.8 msec）よりも，
ターゲット刺激に対する反応時間が有意に速いことが明
らかとなった．また，反応時間の平均標準偏差について
も，VTs 条件と SPTs 条件間で有意差（p＜0.01）を認め
（図 5），SPTs 条件のほうが VTs 条件よりも反応時間
が速い上にバラツキも少ないことが明らかとなった． 
 
３．VTsと SPTsの再認時 ERP比較 
 図6に，Pz部位における総加算平均ERP波形を示す．
SPTs 条件，VTs 条件の両条件のターゲット刺激，ノン
ターゲット刺激ともに，潜時 350-400 msec 付近に頂点
を有する大きな陽性成分を認めた．また，SPTs 条件，





































ろ，SPTs 条件のターゲット波形の P600 において，SPTs
条件と VTs 条件の間で有意差（p＜0.01）を認めた．P300
と N400 については有意差は認めなかったが，P300 では
VTs 条件よりも SPTs 条件で，振幅がやや増大傾向に
あった．また，再認時の平均反応時間の結果とは対照的
に，P300，N400，P600 の各成分の平均潜時は SPTs 条
件，VTs 条件によらず変化しなかった（図 7）． 
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図 8 SPTs条件，VTs条件の Fz，Cz，Pz部位における ERP波形の典型例 
 











































比べて，大きな P300 が生じる 11）．VTs 条件に比べ SPTs
条件のほうが振幅が大きい傾向にあったことは，刺激に
対する認知反応を示していると考えられ，その検索時に





 一般に，P300 の実験ではターゲットのみに P300 が惹
起されるが，今回はターゲット，ノンターゲットともに
P300 が惹起された．また，高頻度刺激（ノンターゲット
刺激）では，N100 と N200 のみが出現し P300 は現れな
い 11）とされるが，反応を抑制する作業が必要となる





ゲットにおいても P300 を認めたものと推察される． 
 一方，SPTs 条件，VTs 条件のターゲット刺激におい
て，N400 と P600 を認めた．両成分の潜時に有意差はな
かったが，P600 の振幅は，VTs 条件よりも SPTs 条件の















 さらに，近年では，記憶機能と N400 や P600 の関連性
が指摘されている．N400 は，いわゆる反復・意味・文
脈プライミングに対する効果としてその振幅が減衰す











示した場合 300～500 msec の陰性成分である N400 と，
それに続く 500 msec より長潜時の陽性成分である P600
の振幅が増大することを認めており，プライミングなど
の潜在記憶と，エピソード記憶のような顕在記憶とで












 また，VTs 条件も SPTs 条件も，ノンターゲットでは
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Effect of subject-performed tasks on recognition memory 
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 The purpose of this study was to clarify mechanisms underlying memory performance improvement 
using subject-performed tasks (SPTs). We prepared two sets of conditions consisting of verbal tasks 
(VTs) and SPTs, and had 45 college students memorize action sentences, followed by recognition tasks 
thirty minutes later. Specifically, photographic images of actions were shown on computer monitors and 
subjects were asked to react by pressing a button as quickly as possible when photographs 
corresponding to memorized action sentences appeared. Recognition rate, false recognition rate, reaction 
time and event-related potential (ERP) were measured, and these values were compared between VT 
and SPT conditions. We found that recognition performance was better and reaction time significantly 
shorter under SPT conditions than under VT conditions.  Furthermore, P300, N400 and P600 
components were observed in ERP, and amplitude at P600 was significantly larger under SPT 
conditions than under VT conditions. Based on these results, we postulate that compared to VT 
conditions, image information processing requiring greater resources takes place during recognition 
based on action images under SPT conditions. This suggests that recognition performance improvement 
is more related to action demonstrations than solely to verbal presentations. 
 SPTs are related to memory information processing that takes place when, as part of our daily life, 
each of us recall actions taken by oneself. The present study suggests the possibility that using brain 
activity measuring methods, including ERP, to clarify mechanisms behind the SPT effect could lead to 
studies into forgetfulness in daily life. 
 
